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山村婦人の月別栄養推移調査について

食品栄養科

湯沢保健所

雄勝農林事務所
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・ー はじめに

位置した開拓地，湯沢市高松，天矢場，下の岱

A地区

近年農村婦人生活推進の一環として，農村婦人

健康問題が大きく提起され，都市と農村の健康関

連要因の格差解消に公衆衛生活動が大きく動員さ

れておるところである。

これらの中で栄養に関連した諸調査が菊地らで

山村の生活時間と消費エネルギーおよび摂取栄養

量，健康状態又食生活等の状況を昭和 42年； 43

年にわたつて調査した結果は，さき用態ふ報～第

3報で報告したところであるが，本調査は山村の

中堅婦人のみを対象として年間の栄養状況の推移

を調査した。

栄養摂取状況の年次推移については国民栄養界

査があり，：経年変化に関する研究については豊川
5) 

の報告があり，季節別の栄養摂取状況では昭和38

頸迄の国唇『養調査報告の他行庸ら，吉昴墨

部等によつて 較的報告されているが集団給食祉

設による喫食者を除き月別推移の栄養状況報告は

殆ど見当たらず，従つて本調査は少数例であるが

隔月の栄養状況の追跡調査を行い，農村婦人の健

康生活改善の資料とするものである。

Il 
調査対象および調査方法

ー 調査地区

秋田県南部の山村で湯沢市より約 25Km南に

2
 

a
 

調査対象および人員

山村，農家世帯の主婦で 30オ～ 45オ迄の

婦人 10名

調査期日

昭和43年 5月 7日， 7月 18日， 9月 10 

日， 1 1月7日，昭和 44年 1月 17日， 3月

2 5日の各 1日間

4. 調査の内容および方法

(1). 栄養摂取状況および食品群別摂取董

1日分の喫食した食事および間食等と同量

の食事をそれぞれ調理形態別にポリ袋に収納

させ，計量し調理による重量変化指数に

より原食品に換算のうえ， 日本食品成分表に

より計算したo

(2) 生活時間と消費熱量

クイムスクデーは生活時間調査票に被調査

者自身に 24時間中の行動のすぺてを分単位

に記匁させ，生活時間分類は労研の社会科学

のものを用いて集計し，その各作業消費時間

と各自の 1分間当りの基礎代謝量を計算し次

式により消費熱量を求めた。

Wt=BM(RMR+L2)t 

w：毎分当り消費熱量
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BM:姐分当り；椿硯代諏出 t:分

匈 1したRMRは主として科学没｛招庁改源
1 1 

14の発．：労傷のエネルギ・代：虹率(/)値を用い

9-

、'-̂

(3) ! •. ; I.、:・・;i tもミ{.i淡

,;・:l滋il: 1.-((i:;ir'必！＇わ去）， ！i'i l色磁•i:.i: （ ・アン

ノトヘモグロピン法），泳liil球玖（ペルケル

チェルク，：i・算滋匹よる）， r紅消紙ピI(日立屈

折；::・icょろ），ヘマトクリット（全血比直と

.II.lliが比嵐の計算より）， 1i11l-E, 1(:t中認ピクミ

ンC(Roe 法により束大此芸化学科にて定

拉）

(4) その他の測定

フリッカ•·•値は柴田化学器械工業KK製の

フリッカ・｛直測定器FL・-1 0を用屈膝蓋

雌反射悶値は同社製の凶反射測定器により，

IごC．．,A欠乏の暗頻応の測定は同社製のアピ

クミ・メ・ クーにより測定した。

皿 調査成績および考察

表 1
栄接摂取羞乎均値 の 月 別 推 移

回数月月叫貼品：！祇白勅閤'n旨--9切~・i炭化砺水力ウ砂ムI 鉄
I 

ピ ク ミヽ ン 消費 平均
ヽ

恭目叫質g g 9 g mf叩 A I U功叩均mr;,C 叩 RMR 

`9 -l(• ＊ ＊ ＊ 
1 5 2,508i 80.9 3 2. 7 3 2.5 466 654 1 6. 0 1, 1 0 2 0. 7 5 Ll 5 90 2,2.5 5 1.2 

＊ 
2 7 2,079I ; 68.-,C 9 2 4.3 2 6. 4 380 3 3 2 1 1.→ 3 492 0. 7 9 0. 7 I 62 2, 7 1 8 L7 

2,3 6 oi 7 7. ¥8 • 
＊ 

3 ， 2 a4 3 n o 452 3 8 6 l a4 423 (l9 7 0. 8 2 57 2,678 L6 

2,27 8I i 8 a * 4 3 6. ~ 6 1 4.＊ 0 
＊ 

4 11 1 88 437 450 1,280 (l77 Q85 9 1 2, 6 1 8 L6 

2,46六0I! 83.犬0• 1 4.＊ 3 
＊ 

5 1 2 7. 3 3 a6 427 424 629 0. 7 8 0. 8 4 68 2.0 9 6 1. 2 

6 3 2.1 5 3'i 7 a* 8 2 5.4 3&7 383 5 l l 1 9. ＊ 0 7 8 4 0. 6 4 0. 9 2 58 2,222 L2 

M 2,306I 1 78.0 2 &3 2 9 2 424 4 6 0 I 4.7 785 0. 7 8 u8 8 71 2,431 L4 

＊熱社はクイムスクデーにより RMR計算によつた消費熱量および他はS4 5年目途日本人の栄養

所要最の中くらいの労働強度別所要董より摂取量多いもの

＊＊総蛋白質の 40 "/4より多いもの

L 栄養摂取最の推移

栄蒋摂取状況を昭和45年を目途とした栄養所

要量（以下熱量を除き労働強度｀｀中くらい、、の女
J.2) 

所要量をいう）と比紋してみると表 1のとおりで

ある。所要量に達しているものは熱量の 5月， 1 

月と蛋白質，鉄， ピクミン Cの5月， 7月， 1 1 

月， 1月であり，熱量および力）レツウムの殆どと

脂肪，ピクミンA, ピクミ九加ピクミン均の何

れの月も所要醤た達しておらず，施康を増進させ

るとい＂積極的な立場からの基準童からみ，又各

ピクミンで調理による損失 20 %~ 5 0 %に安全

率を計算するならば，バランスのとれた栄養摂取

に一層の努力が必要である。各栄奨素別に月別推

移を検討してみると次のとおりである。

(l) 摂取熱輩と消貨熱量のバランスおよびフリ

ッカー値

図 1 摂取熱量および消費熱量月別推移

摂取熱量 o消費熱量
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・消淡染量はクイムスクデ・ーにより各作業別エ

ネルギー代謝率 (RMR)による計箕をした結

采は表1および図 1の如く， 7月がビークで 9

月， 1 0月が2,5 0 0叫以上消災されており，

5月， 3月， 1月のI日で少なくなつており睡朕

を除いた平均RMRは図 2のようにほぼ消骰熱

址と乎行している。

図2 平均エネルギー代謝率月別推移

（すいみんを除いたRMR)
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平均RMRは7月， 9月， 1 1月が l6~1. 

7 で日本人女の労働強度別平均~MR," 重い、、
1 2I 

L 8 7より若干低く 6回の平均RMRはL4 2 

で日本人女の｀｀中くらい、、の労働平均RMR

L 3 7とほぼ近い値を示している。

摂取然気は5月，＇1月が多く主作業の平均R

MR7月2.4, 9月2.1, 11月2.2と労働量

の多い 7月， 9月， 1 1月が労働に必要な消伐

熱且に達しておらず，熱量日出納およびピクミ

ンB群の低摂取が農村婦人の疲労とも関連があ

ると考えられる。

又これらの摂取熱量は炭水化物の少ない月が

熱量が少ないことからも米を中心とした熱量依

存度の高いことがうかがわれる。

これを前川が調査した都市の主婦の熱量バラ
13) 

ンスは魁出刃廿納と比ぺ松下のへき地熱量出納
l~ 

（→と同様農村婦人との格差のあることがうかが

われる。

季節変化については日本人の冬に高く，夏に

諏いこ点奮乳告されており，本調査でも 1月の

ー269ー・

摂取熱批が高く， 7月が低く，これは日本人の

基礎代謝の季節変動冬高 夏i邸直に影仔されてi 6. 
いることは否定出来ないが然最出納のアンバラ

ンスが問題と云ぇよう。

疲労発生要因として睡眠時間，哀境等の勁務
17 

時It;]外の生活からくるもの，勤務からくるもの，

泊焚と摂取のバランス即ち，揖と質の栄妥から

くるもの，素質からくるもの等をあげており，

これらが体力的， 1ぷ槌L.i勺，心理的（粒袖Y-J)な

ぽ能，：！勿沢代甜，作菜状況， 自党症の伎労状況

低下として現れ，これらを測定する方法の一つ

として，．大脳液高中枢の所閑典台水雖を加とす

る不断の変動過程が視党中偲を介して＂ちらっ

き、、感度として表現されろと．．から．そのちらっ

き値をフリッカ・ーナストにより測定した結呆を

図 3紀示してみた。

図3

フリッカー値月別推移
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これは各月測定 (5回）したフリッカー値に

より 5回を平均した値の増減率で示したもので

摂取熱量（→の出納になつており又労働時間が多

く，睡眠時間が少なく RMRが高い 7月， 9月

1 1月が低下の傾向がみられ，疲労度合の高い

ことがうかがわれる。
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(2) 蛋

図4

白 質
図5 脂肪月別推移
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蛋白質

月別推移
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蛋白質摂取量は昭和 4 2 年度秋田県；・し•J生

産者世帯平均の 83 gと比べると 11月と 1月

か同値でその他の月ば何れも下回つておるが，

所要量よりは上回つており，これは図 6の糖質

が示すように蛋白質と同じカープで白米を主体

とした穀類より植物性蛋白質が多い結果である。

動物性蛋白質は，総蛋白質の 4 0％目標値に対

し11月が若千上回つている程度であるが，動

蛋比率が低く，今後改善要因の一つである。

季節変化をみると日本人の冬高，夏低に比ペ

夏，冬が低く春，秋か高い傾向を示し，これは

夏季の淡白な食質を好む習慣と冬の食品流通が

円滑に行なわれていない結果と考えられ個人差

のバラッキは 11月が最も多く， 5月が少ない

結果がみられる。

い 7月，

る。

9月， ／‘-善が特に望まれ

(4) 炭水化物

図6

炭水化物月別推移
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(3) 脂肪

脂肪摂取量は図 5に示すように所要量および

昭和 42年秋田県平均の 41 f},同じく生産者

世帯の 3 9 f}より何れの月も下回つており，季

節変化をみると日本人の季節差は少ないが若干

夏低の傾向とほぼ同傾向がみられるが特に 7月，

1 1月易：慇なく 5月， 1月， 3月と冬から春に

かけて摂取量の多いのは摂取熱量の推移動向と

乎行しているよう（て基礎代謝の季節変化および

季節の食質変化とも考えられるが，労働量の多

．， 

・--,. 9月

炭水化物は函 6v)よ2iCナ凶Jo‘」には夏の 7月

を除き 5月よりは順次摂取量が少なくなつてい

るか個人差のバラツキが大きく最小値と最大値

の範囲は 2~3倍もみられる。昭和 42年の秋

田県および生産者世帯の 40 4 {/に比ぺると 7

月と 3月が少なく，その他は何れも多い。
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(5) ミネラル

図7 カルシウム月別推移
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季節変化をみると 5月， 3月が特に高い。

5月は緑葉山菜， 3月は塩蔵＾クハクの摂

取量の多いのが摂取増がみられる要因と考え

られる。

.

.

.

.

.

.
 

／． 

.

/

 

... '
 

•[ ．， 

．．
 

I

.

/

 ... 
／
 

.
¥
¥
¥
,
 

ー
“

“

 

99 .• 

-9,! ＇ 
;,,,、. ,' 

1) カルツウム

カルシウムは図 7のとおりである。所要量

に対して 5月が若干上回つているのみで，そ

の他の月は何れも下回っている。

季節変匹日本人の夏低く 5月， 2月が高

疇傾向崖じく， 7月が最も低く 5月次いで

3月が高い。

昭和 42年秋田県平均 51 5叩と比ぺると

5月を除いて何れも低値を示している。

2) 鉄

(6) ピクミン

ビタミン Al7.)月別推移

図9 2 ~ r, 4 • 3176 

図8 鉄月別推 移
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鉄の摂取量は図 0り）よ:)vCJ,1妥量よりは何
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1) ビクミンAと暗順応 ． 

図9のように所猥量よりは大幅に下回つて

おり絶対量の少ない中で平均値 1,0 0 0国際

単位を上回つている月は 5月と 11月のみで，

これは 5月の葉緑野菜および山菜と‘11月の

秋野菜のカロチンにより若干多くなつている

程度である。全般的に所要量以上摂取してい

る者は 5月， 1 1月， 1月， 3月各 1名づつ

であり，殆どは 200IU~80oruの低摂取

量である。

昭和 42年 5月調査の秋田県平均 1,7 4_ 0 

RUと5月を比べても低レベルにある。

季節変化で日本人の夏低，冬高に比ぺ夏低，

冬低の傾向を示し，これはビクミンA給源の

緑黄色野菜等の流通および栽培が十分行われ

ていない結果であろう。

ビクミンAの栄養状態の判定には暗順応の

測定が最も有魯であることから，アビクミ・

メークーによる測定結果は図 10のとおりで

6 0秒以上のピクミン A欠乏の要注意者が殆

どを占めており僅か 35秒以内の正常者と思



｀ -262-

図 10

アビクミ・メークー月別推移

図 ll 

ビクミンB1(l)月別推移
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図 12 けん反射測定値

の月別推移

rc 

-・ -. ..---:一竃
，＿シ・ -..:. ． 

口一
われるu・,/J土一ヽ 9Jー、一~ I名であるよう仮．

部分の者が暗順応が順調に行われていないこ

とが推察できる。

季節変化をみると 5月が比較的 60秒以内

の者が多く，これは春野菜，緑葉山菜の摂取

による影岱と思われる。

l 1月はピクミン Aの摂取量が他の月より

多いがプロビクミン Aが吸収される場合，脂

肪等の存在がピクミン Aの吸収を促し，体内

の貯蔵，利用が行われることから 11月の脂

肪摂取量は各月より最も低レペルにあり， ビ

クミン Aの吸収が十分行われないことと思わ

れる。

6 0秒以上， 1 2 0秒以上の者が多いのは

1月， 3月であり冬期間のビクミン A給源の

補給が今後の大きい課題であろう。

2) ビクミン B1およびけん反射測定値

図 1lのように所要量より大帽’て下回つて

おり 9月が最高値を示し他は何れも横ばい吠

態であり，昭和 42年 5月の秋田県平均0.9 4 

呵と本調査 5月0.7 5 I、19に比ぺても低摂取率

である。

季節変化では日本人の夏低の傾向とは逆に

9月を除き順次下降線をたどつている。

膝蓋腱反射閲値は囮 l2の如くピクミンB1

の摂取により腱反射値の勁向にl対係があるよ
20) 

うにピクミーンB1r言．ヤヽふiiY.ぷと，よぼ同じょうな

負の関係がみられる。閲値の季節差は少ない

が順次腱反射がにぷくなつており，腱反射消

失の者は 1月が最も多く 11月， 3月が次い

で多い。

当所で昭和 43年 7月に農村婦人 30 7名

の測定を行つた測定値 30オ～ 39オ34. 2 

士6.7, 40オ～ 49才 33. 3士て 3と7月

9月はほぼ同じ測定値であるが， 1 1月以降

は若干鈍くなつている。

又疲労によつて大脳皮質における制止の状

態が拡延し，その影笠をうけて礎反射が鈍く

たると云われているが熱量出納およびフリッ

カー値との関連はみられなかつた。

3) ピクミン均

‘“'l 
図 13 “‘| 
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ビクミ巧均の推移は図 13のようにビクミ

ン均同様所要量よりかなり下回つており， 5 

月を除いて遂次上昇線をたどつており日本人

の夏低値同様の傾向を示している。

昭和42年 5月秋田県平均0.9 8叩より 5

月は上回つているがその他の月は何れも低摂

取率を示している。

4) ビクミン C

図 14 ピクミン Cの月別推移
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ピクミン C.『J....:... ;'..)ように 9月， 3月を

除いた月は所要量より上回つており，昭牙国2

年の秋田県平均 68呵より 5月，・ 11月は上

回つている。

5月と I1月の摂取量が特に多いのはビク

ミンAと同様春，秋野菜の摂取増侭よるもの

であるが， ピクミン Cの調理による損失約

5 0 tfJを勘案すると 5月， 1 1月以外の季節

は特に考慮が必要であり，これは日本人の季

節変化，夏低，秋高と同じ傾向にある。

又ヘモグロビン合成を促進させる鉄の吸収

をたかめるためのビクミン Cの丙：が必要で

あることからピ` クミンAとともに季 格差の改

善が必要である。

ピクミン Cの需要量に対して腸からの摂取

量や体内貯蔵からの供給量が少ない場合血液

のビクミン C ・レペルの低下がみられること

から 11月と 1月の全血中総ビクミン Cを測

定した結果は図15のとおりである。 ピクミ

ンCの摂取量は I1月より 1月の摂取量が

図15 全血中総 vc
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少なく，同様血中ピン、、 3も11月の正常

人の濃度 0.7~1. 5mg外の下限より， 1月は

正常値以玲のレペルになつている。

a
 

食品群別摂取量の推移

表2 食品群別摂取量平均値の月別推移

単位＝g

爺ロ嘩月l関別
1 2 3 4 5 6 M 

6 7 ， 11 1 3 

穀 総量 499 406 448 521 419 403 449. 

米類 482 364 414 428 369 310 393 

類 小麦類 17 42 34 93 60 93 56 

いも類 34 13 64 22 28 33 32 

砂糖類

゜
2 ， 

゜
8 ， 5 

菓子類 34 20 31 38 82 90 心

油脂類 6 4 4 3 7 6 5 
大丑及び

165 103 149 131 168 174 147 大豆製品
緑↓ 39 20 

゜
67 17 38 30 

9 そ
317 212 370 287 182 274 菜茸 277 

果実類 110 8 98 134 162 119 105 

海草類

゜
6 

゜゚
3 11 3 

羞生物 84 54 46 101 25 24 56 

乾物他 58 27 20 84 118 98 68 

肉 類 7 14 36 4 16 13 15 

卵 類 23 18 32 11 19 19 20 

乳 類 60 18 

゜゚ ゜
23 17 

嗜好飲料 80 269 228 5 136 105 136 

総 計 l.616 1,184 l．邸41.408 1476 L347 1411 
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食品群別の摂取温は表2のとおりで，これを昭

和 45年目途の食糧構成基準醤と比ぺてみると穀

類，大豆及び大豆製品並びにその他の野菜群が何

れの月も基準蓋より上回つておるが，その他の食

品群は基準祉に達していたい。

特に油脂類，禄黄色野菜，肉類，卵頻，乳類，

の少ないのが目立ち昭和 42年秋田県生産者世帝

と比ぺても同じことが云える。

月別推移を検討してみると次のとおりである。

(1) 殺類

図16
植物性食品 1人 1日当摂取量(l)
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、巣の摂取推移は図 I6に示すように 5月と

i 1月が摂取量多く， 3月が最も少ない。総体

的には春秋が摂取量高く冬夏が低い。日本人米

摂取量の季節変化，夏低，冬高と異なつた傾向

を示している。

5月は穀類のうち米が殆どを占めているが，

順次小麦類の摂取比率が高くなり 3月は約欠を

占めている。これは主に渥類の摂取増によるも

のである。

(2) 油脂類

油脂類は減も不足している食品群の一つで基

準祗 l7 gの約堵，昭和42年秋田県平均 l2 

gの約kと少なく，又各月の季節変動も少ない

が 5月， 1月， 3月の比較的労働量の少ない月

が摂取量多く，逆に労伽量の多い 7月， 9月，

l l月が少ない。

これは摂取我の向上とともに改善が必要であ

ろう。

(3) 緑黄色野菜

図17
掴物性食品 1日1人当摂取量(2)
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ピクミン， ミネラルの給源である緑黄色野米

は油脂と同様最も不足している食品群であり基

準量 10,0 gの約ふ昭和42年秋田県平均

5 7 f}の約％程度より摂取しておらず，季節変

化では日本人の夏が最も低い傾向とはほぼ似て

はいるが 9月ゃ、員無摂取で， 1 1月が最も多

く次いで 5月となつている。
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(4) その他の野菜および茸類

その他の野菜は図 17tc示すよう妃基準泣

1 5ogおよび昭和 42年秋田県平均 17 9；； 
より何れの月も大幅に上回つている。

これは平地戯村(・C比ぺ春，秋の山菜および冬

期の貯蔵山菜，浪物類の痕収昼の多いのが影心

しており，季節推移では 5月， 9月が多く l1 

月， 1月， 3月と1禎次少92くなつているn

日本人の季笥変化の斑が没も多い頑向とは巽

図 l8 

つた季節差がみられる。

(5) ~i~物

呆物基準祉 20 0 ~より下伯l つてぇ｝り， 7月

が址も少なく 9月より採取培がみられ， 1月が

ビ・ーークを示しリンゴがその大部分を占めている。

季節推移では， 日本人の李iiii変化・旦がら［も

:;‘:.4!,.9月が少ない頷向とは逆の季節差がみ

られる。

(6) 魚介類

動物性食品平均摂取量

年A
43.6 | :. ・ •：•ど・：魚,1'f類:(•生物）・· •. •. • .• 

60 100 160 

(1人］り当）

200 250・ 
l 

43. 7 I : ・.'・ : • : • : • -• ~ ．．．．．．．． 

43.9 ．．
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41 
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魚介類の摂取量は動物性食品の大部分を占め

ており基準量 80 g "IAこ比ぺ 9月以外は上回つて

去り，昭和42年秋田県乎均 98 9より 7月，

9月以外は上回つている。

季節変化では日本人の季節差 11月が最も多

く，次いで 2月， 5月， 8月が最も少ない傾向

と同じ推移がみられる。

しかし魚介煩の内容で図 18に示すよう陀生

物に対して乾物，塩蔵，佃煮等の占める摂取割

合が多く，特に 11月， 1月， 8月はその割合が

最も多く，． 1月， 3月の生物の摂取景が少なく冬期

間は殆ど塩蔵等の魚介類に依存している。

(7) 肉類

肉類は基準量および昭和 42年秋田県平均の

2 5 gより 9月以外は下回つており，季節変化

では 9月が最も多く， 1 1月が最も少ない。

これは魚介類の摂取推移と負の関係がみられ

る。日本人の 2月が最も多い季節差とは山村の

食品流通面から，それらの傾向はみられなかつ

た。

(8) 卵類

卵類は基準量 35 g,昭和 42年秋田県平均

2 8 gより殆ど下回つている。

季節変化では 9月が最も多く，

少ない。

1 1月が最も

・ヽ-
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これは肉頚と同様，氣介類の最取社とのl::>J追

がみられる。

日本人の季節差では 5月が多い煩向を示して

いる。

(9¥ .• iL1 ii 

乳；ii-t:i.箪海:i::および秋山県平均より大幅lて下

ii_:1つて．:・;-り 9JL 1 1 n, 1月は全員無摂収で

図 l9 

生活時間の推移

あみ。

又山村という食品流通の面が円滑に行われて

いたい特殊性もあるが祇取している者は居住地

を離れて貨物等に市街地に米たね合が殆どであ

る。日本人の季節差は 8月が必も多く摂取して

いる。

a 生活時間および消成熱麻の推移

年月

入のための生活時間

的生活時間

事的生活時澗

IIIIIIIIIIIIIIIII文化的生活疇

l.9~~.. !l:,!,11111111: 

43. 7 
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生活時間の推移は図 l9のとおり収入のための

生活時間（生産のための時間） 7月が 24時間中

の32.5%, 次いで9月26. 0 %, 1 1月は15.5 

％で 5月は上旬調査であり山村のため農作業の準

備が平地農村より遅れているl関係から僅か4.2 %, 

1月， 3月は冬期積雪のため収入のための労働は

なされてない状態である。

生理的生活時間主として睡眠時間であるが 1月

が最も多く 46. 8.，，，，次いで 5月， 3月がほぽ同

時間で 42 %,収入のための労働がなされている

7月， 9月， 1 1月は 39 ％と’少なくなつている。

家事的生活時間主として家事作業時間であるが

3月， 5月が最も多く 37 %,次いで 1月， 11 

月， 9月の順となつており 7月が最も少なく 16. 0 

％である。

文化的生活時間主としてテレビ等牧養娯楽，休

息であるが労慟時間の多い月程少なく，逆に労働

時間の少い程多い傾向を示している。
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図20
消 費 熱 量 の 推 移
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総消費熱量は前述したとおりであるが，消製熱

簸の比率は図 20の如く収入のための時間妃消贅

された熱量は 9月， 7 月が総然擾の約¾, 1 1月

は培を占めており家事的生活時間の家事作業には

1月， 3月が約屹を占め， 1 1月は烙を占めてい

ふ生産のための労働時間と家事作業時間に消費

された熱量は 7月， 9月， 1 1月は約 70％を占

めて他の月は 45 %~ 5 5％と夏高，冬低？傾向

を示している。

4
5
 

血液性状の推移

表 3
 

血液性状乎均値の月別推移

回数 月別 全血比重 血 清 比 重
血清蛋白 モ^グコヒン 赤血球数

色素指数
ヘマトク

<J/dl 9/dl 万／7lt』 リット佑

1 5 l.0520 l.o2 7 0 7. 4 1a1 387 107 3 6 

2 7 !.0526 1.0 2 7 0 'Z O 1 25 3 7 

3 ， LO 5 23 1.0 2 6・9 7. 4 1 2.4 3 7 

4 I I 1.0524 .1.0 2 6 3 'Z 4 1ao 393 1.06 8 6 
'・ 

5 1 1.0516 1.0 2 68 'Z 2 1 2..o 8 6 

6 3 10497 1.0 2 5 8 'l 1 l 2. 7 3 4 

M 1.0517 1.0 2 6 6 't. 3 1 2. 6 390 L06 3 6 
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印如生状の月別准移は表3(•C示すとなりである＾

(1) 全血比窟

全血比重の月別推移

図 2.. -、.;--•：ーよク！こ．，・た節哀—i'溢広少父く I : 

月， 3月が若干低値を示している n

(3) 血清飯白

図23 皿清蛋白の月別推弔
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全血比重は図z: . -・ : ""'~,'.)生迎的範囲1. 052

以下の月は 1月， 3月で特に 3月が低値を示し

ている。

秋田県の昭和 40~4 3年の献血申込者中比

重1.0 5 2未満の不足者墨界の最も高いのが 7

月， 8月， 9月であるのと比ぺ冬期が低値を示

しているのは個々人の固有の個人内変動より，

山村の積雪のため食品の流通が悪く蛋白質の摂

取蓋不足，特に 3月の動蛋比率の低率と蛋白代

謝を促すビクミン Cの不足によるものと考えら

れる。

(2) 血清比重

図22

血清比重の月別推移
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図 23のとおり，'.--=←」は正常値7.0 ~  & o 
g度訥にあり 5月， 9月， 11月の春秋が高く，

＇「月， 1月， 3月の夏冬が低く蛋白質の摂取盪

と平行し蛋白質摂取景と有意た相関がみられる。

(4) ヘモグロピン

図24

へモグロビンの月別推移
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血色素鑓は正常値 l2~:6g/dl とするなら

ば 1月を除き殆どこの範囲内にあり， 7月， 9 

月， ・1月が低く 5月， 1 1月， 3月が高い値を

示し，錬亙）らの夏低く，冬高にほぼ似た傾向を

示して苓り，蛋白質および鉄ならびにビクミン

A摂取量のカーブと平行し，これらの栄養摂取
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量と深い関連のあることがうかがわれる。

(5) 赤血球数

(7) ヘマトク1}ツト

図27 ヘマトクリット値の月別推移

図2s
赤血球数の月別推移
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赤血球数は図：， ．；•、こである。

女の生理的範囲 880~480万／杭』とすれば約

4 0％の者が生理的範囲以下を占めている＾

季節差では 11月が若干高い値を示している。

'(6) 色素指数・

図26

色素指数の月別推移

函2 7のとお・b℃::i:.,.:'...I’、} n, ] 3 5~4  8％の

下限を示しており，季節変化では顕著な差はみ

．・ ら れ砂か 3月飢駅錬屁紅嘩準七ている

夏低，冬高と異なつた推移がみられる。

(8) 血圧
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図28

血圧（最大）の月別推移
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F•I は図 2 6のとおり 5月， 1 1月とも季

，．節差がなく低色素性の貧血は殆どみられない。
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図29

血圧（最小）の月別推移
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血圧の推移状iYr'' . 9のとおり。

正常血圧者（最大血圧 140mmH<J未満，最小血

圧 90-Hg未満）が殆どで，ー→没的に云われて

いる夏低く，冬•高に比ぺ 7 月と 1 月の夏冬が最

大血圧；＇最小血圧とも低く春，秋が嵩い傾向を

示している。

N まとめ

秋田県山村婦人の月別栄養摂取状況の推移およ

び血液性状の推移調査をした結果次のとおりであ

る。

(1) 消費熱量の出納は 7月， 9月， 1 1月と平均

RMRの高い月力臼を示し 5月， 1月， 3月の

労働量の少ない月が仕）を示し，労働と栄養摂取

のアンバランスがうかがわれる。

フリッカー値は熱量(-)出納の月ほど低値の傾

向がみられ疲労度合の高いことがうかがわれる。

(2) 蛋白質，脂肪，炭水化物，カルツウム，鉄の

摂取鵞季節変動では一般的に夏が低く，冬が高

い傾向を示し日本人の基礎代謝塁の季節変化お

よび季節の食質変化（てよるものと考えられる。

(3) ピクミン摂取量の季節変化で， ビクミン A,

ビクミン Cは日本人の夏低く，冬秋高に比ぺ夏

冬ともに低く，春秋高いのは農山村の特質性と

も云える。摂取増と食品の流通ふ、よび自給計画

の改善が必要である。

ビタミン B1,B2 i:t□本人の反砥いの紀比ぺ，

反冬とも低い傾向を示しており， ビクミンA,

0ともに同じ傾向を示し， ピクミンAの低摂取

は暗順応の測定からも低 l•ベルにあることがぅ

かがわれる。

(4) 食品群別摂取量では全般的に春秋が摂取祉多

く夏，冬が少なく日本人の季節変化と異つた傾

向を示しており，魚介類では乾物，塩蔵その他

の加工品研投取比率が高く，特に秋から冬にか

けて顕若である。

(5) 生活時間で生産のための時間は 7月が最も多

く，次いで 9月， 1 1月で 1月， 3月は生産的

労働がなされていなかつた。

又生産のための労働時間と家事作業時間に消

費されているエネルギーは 7月， 9月， 1 1月

ともに消費総熱量の 70％を占めている。

(6) 血液比重は冬低く，特に動蛋比率が低くピク

ミン Cの少たい 3月が低い，血清蛋白は蛋白質

摂取量の少ない夏冬が低値を示し，ヘモグロピ

ンにお、いては蛋白質ふよび鉄， ピ・クミン Aの摂

取羅の少ない 7月， 9月， 1月に低い値がみら

れ血圧は 7月， 1月の夏冬が低く春秋が高い傾

向を示している。
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